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美容外科手術後膠原病
―ヒトアジュバント病の1例―

伊藤文彦、田村俊哉、飯塚 一、岸山和敬、種市幸二、熊
切正信
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美容外科手術後鯵原病

一ヒトアジュバント病の１例一

伊藤文彦＊田村俊哉＊飯塚一＊

岸山和敬*＊種市幸二**＊熊切正信***＊

要約隆鼻術後に発症したヒトアジュバント病の１例(50歳，女)を報告。

25歳頃にシリコン注入による隆鼻術をうけた｡40歳からレイノー症状,４８歳か

ら関節痛および手指，顔のむくみが出現。抗核抗体，抗セントロメア抗体が陽

性で，指背の皮層生検で豚原線維の増加と硬化を認めた。５０歳時に鼻部の重苦

しい感じが出現，同部に大豆大までの硬い皮下結節を２個認めた。結節は病理

組織学的に大小の空隙形成を示す異物肉芽腫で，電顕ではマクロファージ内に

不規則な形の高電子密度の物質を認め，電顕的Ｘ線微小分析の結果，シリコン

を含有することが判明した。結節の摘出後に臨床症状の軽'快，抗核抗体の一時

的な改善を認めた。

現病歴初診の約１０年前から手指のレイノー現象

が生じ，関節痛,手指のむくみが生じたため1987年１

月５日北見赤十字病院内科を受診し，腰原病を疑われ

同皮膚科を紹介された。指背からの皮膚生検では修原

線維の増加と硬化を認めた。抗核抗体，抗セントロメ

ア抗体陽性の検査所見からＰＳＳの初期として同内科

で経過観察中，鼻部の重苦しい感じが出現したため

に，1991年２月８日再度同皮膚科を受診した。その時

の問診で初めて,２５歳時に隆鼻術を受けていることが

わかった。以前から同部のしこりには気づいていた

が，医師に相談することはなかった。

再診時現症鼻根部，鼻背部に大豆大までの境界明

瞭な弾'性硬の皮下結節を２個認める（図１)。両手指に

軽度の腫脹，硬化がある以外，他部位の皮膚硬化は認

められない。

病理組織学的所見1991年２月１５日に鼻根部の結

節,同３月１２日に鼻背部の結節を切除した｡鼻根部の

Ｉはじめに一一一一一一一一一一一一一一一

シリコン，パラフィンなどの異物を使用した美

容外科手術後に，豚原病様の症状を呈することが

あり，ヒトアジュバント病(humanadjuvantdis‐

ease,以下ＨＡＤ）として知られている。今回われ

われは，シリコン注入による隆鼻術後に発症した

ヒトアジュバント病の１例を経験したので報告す

る。
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50歳，女性

1987年２月１３日

関節痛，手指の浮腫性腫脹

特記すべきことなし。

25歳時に隆鼻術（シリコン注入法）
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